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 1. K-Moveとは

「K-Move」は韓国政府による海外就職支援 - 国策事業

🔹海外研修スクール

🔹求人情報募集、労働市場調査、相談窓口

🔹海外就職支援イベント開催

🔹(就職者向け) 海外就職定着支援金制度
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 2. KOTRAのK-MOVE事業(1/5)

KOTRA(大韓貿易投資振興公社)は、産業通商資源部(日本の経済産業省に該当)

傘下に設置された、貿易促進・投資誘致・人材交流のための韓国政府機関

KOTRA日本地域本部では、韓国中小企業の日本への輸出促進と日本企業の韓国

への投資誘致、日韓人材の就職支援に関する業務を中心に事業を展開

大韓貿易投資振興公社
(韓国貿易センター）
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 2. KOTRAのK-MOVE事業(2/5)
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 2. KOTRAのK-MOVE事業(3/5)

1. 就職フェアの開催

Global Job Fair Japan Job Fair

費用 参加費・成約手数料一切無料

開催頻度 年1回 年数回

開催場所
韓国
（オフライン）

日本
（オンライン又はオフライン）

参加対象企業 世界の企業 日本に所在する企業

求職者 各国に就職を希望する青年韓国人 日本に就職を希望する青年韓国人

事前書類審査 有り（書類合格者のみ面接進行）

支援内容①
渡韓時の採用ご担当者様の
渡航費・宿泊費の支援（上限あり）

支援内容②
• 参加者募集
• 面接スケジュール調整 など
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 2. KOTRAのK-MOVE事業(4/5)

2. ピンポイント支援

▶ 韓国にて個別で採用説明会・面接会を実施するための支援

● 支援内容

・会場提供(KOTRAソウル本社)

・設備・備品提供

・参加者募集

スケジュールイメージ

１．1ヶ月半前：お申込み、打ち合わせ

２．1ヶ月前：求職者募集開始

３．4日前：応募者の履歴書のお渡し

４．前日：参加企業訪韓

５．当日：説明会、面接会
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 2. KOTRAのK-MOVE事業(5/5)

3.無料求人掲載支援 [随時受付]

▶ 支援内容

● 求人媒体への掲載

● 面接会場の提供

(韓国ソウル本社、日本各貿易館)

▶ 掲載媒体

● WORLD JOB+…韓国政府で運営する求人サイト

https://www.worldjob.or.kr/eng/index.do?menuId=

● NAVER Café   …KOTRAで運営する日本就職

情報コミュニティー[会員数27,877人 (22年12月時点)]

https://cafe.naver.com/kotratokyo

https://www.worldjob.or.kr/eng/index.do?menuId=
https://cafe.naver.com/kotratokyo
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 3. 日本国内における韓国人人材の就職統計

 K－MOVE就職統計

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 ソース

「技術・人文知識・国際業務」
ビザ 在留韓国人数

24,602 27,388 25,760 22,652 23,381 日本法務省

K-MOVE 経由 日本企業内定者数 1,828 2,469 1,220 586 算定中 韓国 WORLDJOB

KOTRA K-MOVE 249 295 167 93 181 KOTRA

KOTRA以外(民間有料業者など) 1,579 2,174 1,053 493 算定中 韓国 WORLDJOB
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参考資料
Global Job Fair 2022
応募者 データ

大韓貿易投資振興公社(KOTRA)

東京貿易館 K-moveチーム

ck@kotra.or.jp
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 Global Job Fair 2022 概要

 開催日：2022年4月21日~27日

 方法：オンライン面接会

 参加企業：全世界103社 (うち44社が日本企業)

 日本企業への応募者数：316人 (件数：1354件)

 面接件数：257件

※面接会に進んだ日本企業40社に対する面接件数

 特徴

① 韓国人材と日本企業との面接イベント

② 参加費無料、仲介手数料なし

③ 事前スクリーニング可能
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居住地／年齢／兵役

居住地

韓国 279

日本 37

年齢

20-24歳 73

25-29歳 174

30-34歳 53

35歳以上 16

応募者： 316 人

*家庭の事情など、諸事情により
免除申請を行う場合がある。

男性兵役

完了 159

未完 1

免除 5

未回答 55

 韓国の大卒新入社員の平均年齢：31.0歳

(2020年基準、出典：Incruit)

 当ジョブフェアの応募者の場合、

25-29歳が約6割を占める

25.1歳 27.3歳 30.9歳 31.0歳
（1998） （2008） （2018） （2020）

大卒新入社員の平均年齢の推移

男女比率

男性 220

女性 96

(単位: 人)
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最終学歴

4年制大学

卒業 160

在学中 99

中退 -

その他(未回答を含む)

その他 3

大学院 / 修士・博士

卒業 6

在学中 1

中退 1

専門大学

卒業 42 

在学中 4

中退 -

応募者： 316 人
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卒業年度

卒業年度

2023年 春以降 卒業 予定 40

2023年 春 卒業 予定 13

2022年 夏 卒業 21

2022年 春 卒業 37

2021年 夏 卒業 13

2021年 春 卒業 27

2020年以前 卒業 164

未回答 1

※韓国の大学卒業時期、2月と8月

応募者： 316 人

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

40

13
21

37

13

27

164

1

2023年 春以降 卒業 予定 2023年 春 卒業 予定

2022年 夏 卒業 2022年 春 卒業

2021年 夏 卒業 2021年 春 卒業

2020年以前 卒業 未回答(単位: 人)



Copyright KOTRA Tokyo 15

留学経験・出身大学の所在国

留学経験あり 全体の23.4% (74人)

1位 日本 59

2位 カナダ 4

3位 中国 2

4位

マレーシア
ロシア
アメリカ
チェコ

フィリピン
オーストラリア

１

その他（地域不明） 3

国 人数

1位 韓国 263

2位 日本 44

3位 アメリカ 5

4位
イギリス
フランス
ロシア

１

未回答 1

出身大学の所在国 留学経験

応募者： 316 人

※すべての留学形態を含む
（大学正規・長期・短期留学、語学留学など）

(単位: 人) (単位: 人)
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応募者の出身校(1)

 対象校は、大学／専門大学／その他 職業教育機関など含む
 赤字は「QS世界大学ランキング2023」のうち、韓国の大学上位20校

上位15校 / 摘出人数 85人

順位 出身大学 所在地域 人数

1 釜山外国語大学（Busan University of Foreign Studies） 釜山 11

2 国家生涯教育振興院（National Institute for Lifelong Education） 全国/オンライン 9

3 東亜大学（Dong-A University） 釜山 8

4 仁荷大学（Inha University） 仁川 6

4 啓明大学（Keimyung University） 大邱 6

5 清州大学（Cheongju University） 清州市 5

5 檀国大学（Dankook University） 龍仁市 5

5 嶺南大学（Yeungnam University） 慶山市 5

5 永進專門大学（Yeungjin College） 大邱 5

5 東国大学（Dongguk University） ソウル 5

応募者： 316 人

(単位: 人)
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応募者の出身校(2)

 対象校は、大学／専門大学／その他 職業教育機関など含む
 赤字は「QS世界大学ランキング2023」のうち、韓国の大学上位20校

上位15校 / 摘出人数 85人

順位 出身大学 所在地域 人数

6 慶熙大学（Kyunghee University） ソウル 4

6 培材大学（Pai Chai University） 大田 4

6 韓国外国語大学 （Hankuk University of Foreign Studies） ソウル 4

6 崇実大学（Soongsil University） ソウル 4

6 成均館大学（Sungkyunkwan University） ソウル 4

応募者： 316 人

出身大学 人数

同志社大学 / 立命館アジア太平洋大学 3

慶應義塾大学 / 関西学院大学 2

（参照）日本の大学卒業者（正規留学） 上位4校

(単位: 人)

(単位: 人)
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QS世界大学ランキング 2023

韓国の大学の順位

29位
ソウル大学
Seoul National University

42位
韓国科学技術院（KAIST）
Korea Advanced Institute of Science and Technology

71位
浦項工科大学校（POSTECH）
Pohang University of Science and Technology

73位
延世大学
Yonsei University

74位
高麗大学
Korea University

99位
成均館大学
Sungkyunkwan University

157位
漢陽大学
Hanyang University 

197位
蔚山大学校
University Of Ulsan

270位
慶熙大学
Kyunghee University

288位
光州科学技術院（GIST）
Gwangju Institute of Science and Technology

（参照）日本の大学の順位

23位 東京大学

36位 京都大学

55位 東京工業大学

68位 大阪大学

79位 東北大学

112位 名古屋大学

135位 九州大学

141位 北海道大学

197位 慶応義塾大学

205位 早稲田大学

 出所：イギリスの大学評価機関のクアクアレリ・シモンズ（QS）
 URL：https://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2023

応募者： 316 人

https://www.topuniversities.com/university-rankings/world-university-rankings/2023
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専攻学科

※ 日本関連学科は、日本語だけではなく、社会や文化・文学・通翻訳などを含む。
※ [その他文系]例：教育学、心理学、社会学など
※ [その他理系]例：物理学、数学、生命科学など

応募者： 316 人

(単位: 人)

8

20

5

6

5

5

11

12

12

20

22

22

27

42

70

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他理系

その他文系

メディア

映像・デジタルコンテンツ

ファッション・デザイン

観光・ホテル・航空

貿易

政治・国際関係

その他工学系(建設など)

工学部(自動車・機械)

工学部(電気・電子)

工学部(IT・情報)

言語・文学

経済・経営・ビジネスマネジメント

日本関連



Copyright KOTRA Tokyo 20

言語能力 – 日本語(1)

JLPT取得者 285人

N1 171

Ｎ2 102

Ｎ3 11

N4 1

JLPT取得者のうち、95.8％ (273人) が、N1またはN2を取得

※日本語能力試験JLPTは2009年に試験内容、
評価基準が改定され、データは改定後(新)と
改定前(旧)のいずれかを取得した者を対象とする

※JLPT認定の目安
N1：幅広い場面で使われる日本語を理解することができる
N2：日常的な場面で使われる日本語の理解に加えより幅広い

場面で使われる日本語をある程度理解することができる

JPT取得者 61人

JPT JLPTとの相関

660～ N1 53

525～659 Ｎ2 8

430～524 Ｎ3 0

375～429 N4 0

※日本語能力試験JPTは、
英語のTOEICと同じく、等級評価ではな
く、10点～990点の無段階評価

応募者： 316 人
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(単位: 人)

(単位: 人)
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言語能力 – 日本語(2)

JLPTとJPTの違い

JLPT JPT

運営機関
国際交流基金

日本国際教育支援協会
YBM（韓国語学院の中で最大手の一つ）

評価基準 レベル評価（N1～N5） 得点評価（0～990点満点）

合否判定 あり なし

実施時期 年2回（7月、12月） 年12回 ※実施国によって異なる

特徴
全世界で認められている唯一の日本語試験

主に日本への留学や就職に有利
韓国企業や官公庁、大学等で広く認知

JLPTに匹敵する試験として日本就職に有利

応募者： 316 人
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言語能力 – 英語/中国語

TOEIC
取得者 139人

905-990 23

805-900 52

705-800 35

605-700 19

600以下 10

英語

新HSK
取得者 19人

6級 7

5級 7

4級 2

3級 3

TOEIC取得者のうち、

54.0％ (75人) が、805-990点を取得

※HSK認定基準

4級はネイティブとの自然なコミュニケーション、広範囲の話題に
ついての会話が可能であるとされ、5,6級は専門用語の使用や
ビジネス場面での使用が可能とするレベル

出所: https://www.hskj.jp

※TOEIC点数別レベル

＜900-990点＞
・専門分野の高度な専門書読解可能
・英語を話す人達が最近の出来事・事件についての議論を

聞いて内容理解可能

＜800-895点＞
・英語で書かれたインターネットのページから、

必要な情報・資料を探し収集可能
・職場で発生した問題点について議論をしている同僚の話が

理解できる

出所：http://www.toeic.or.jp

中国語

応募者： 316 人

(単位: 人)

(単位: 人)

https://www.hskj.jp/
http://www.toeic.or.jp/
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保有資格（上位10種）

順位 資格名 件数

1位 自動車運転免許 173

2位 コンピューター活用能力 28

3位 ワードプロセッサー 27

4位 MOS(Microsoft Office Specialist) 25

5位 情報処理技師 ※ 12

6位 情報技術（ITQ） 10

7位 貿易・物流 関連資格 9

8位 会計 関連資格 8

9位 情報処理産業技師 ※ 7

10位 情報処理技能師 ※ 6

※日韓間で相互認証されている、IT国家資格
通常、日本でITエンジニアの仕事をする場合、国内外の大
学または日本の専門学校で、ITエンジニアの仕事に関連す
る科目を専攻して卒業する事、または、10年以上のITエン
ジニアとしての実務経験が求められる。しかし、該当資格
を持っている場合、学歴や実務経験が免除。

技師（Engineer）

設計、建設構築、分析などの技術事項の取扱いに関する

エンジニアリング知識

産業技師（Industrial Engineer）

各技術分野の基本的エンジニアリング知識と技能。複雑

な技能職務を実行できる能力

技能士（Craftsman）

各技術分野の技能。生産、製造、修理、保守、資材調

達、検査、作業管理などに関する職務を実行できる能力

応募者： 316 人
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参考情報 ～就職活動にみられる特徴と職業観～

 大手を中心とした韓国企業のスペック採用が学生の就活に大きな影響を及ぼしている

 スペック向上のために1年以上休学をして、海外留学および各種資格取得をするケースが多い

→ 求職者の平均年齢の上昇につながる

 大卒新入社員の平均年齢：31.0歳（2020年基準、出典：Incruit）

 大学卒業までにかかる期間（2021年基準、出典：韓国統計庁）

平均：4年 3.4ヶ月 / 男性：5年 0.5ヶ月 / 女性：3年 8.7ヶ月

 男性は、在学中に兵役（約1年半～2年）に服務することが多いため、卒業時期が女性より遅くなる

自己分析や適性よりも大学での成績・資格・留学経験を優先に準備
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参考情報 ～就職活動にみられる特徴と職業観～

 韓国では職務主義を導入している企業が多く、キャリアアップのための転職が活発に行われている

しかし近年、比較的に雇用の安定性を求めて、正社員としての入社を希望する韓国人材が多い傾向

 新人社員を企業の未来を担う人材として育てたい日本企業と、長く仕事を続けたい韓国人材のニーズが一致

正社員希望の傾向

 総合職（ゼネラリスト）採用の日本とは違い、韓国は職種別（スペシャリスト）採用が一般的

そのため韓国の大学生は、希望する職種と、自身の専攻科目が直結する求人職種を探す傾向

 日本は新規学卒一括採用があり、入社後の教育・研修が充実している

韓国では新卒採用の概念がなく、即戦力となる人材を確保するため、職務に合わせて採用を行う

なお、採用時期は企業によって異なる

 ただし、限定的な職種での採用となる場合、ビザ取得の際に、求職者の専攻と職務内容の関連性に

考慮する必要がある

日韓の採用の違い

日本 韓国

求める人材像 潜在能力を持った人材を育成 現場ですぐに活躍できる即戦力

就職活動時期 3年生下半期から4年生の10月頃 4年生から就職が決まるまで(卒業後も)
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ご清聴ありがとうございました。

私たちKOTRAは日韓両国の架け橋になります。


